
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

６年生が卒業記念制作として、色紙に自分の好きな言葉を、願いを込めて書きました。そ

れぞれが大事にしている願いがあふれています。この一年間、様々な場面で活躍し、成長し

てきた卒業生の皆さん、中学校でのますますの活躍を願っています。  

３月１８日(水)に、卒業証書授与式が行われます。式の練習に臨む６年生は、この小学校

生活で学び、成長した姿を見てもらおうと練習に取り組んでいます。姿勢や返事、礼などの

立ち居振る舞い、心を込めた呼びかけの言葉、これらを二人の卒業生が力を合わせ、その晴

れ姿を見せてくれることと信じています。きっと素晴らしい式になると思います。  

      令和７年度 朝日町立西五百川小学校だより  
 

 

 

 

第１１号 令和８年３月１６日   校長 清 野 雅 紀 

 

高い希望に向かって、

周りをリードしながら

自分も高まりたい。 

 

将来の夢を見つけ、 

やりたいことに進む 

輝く自分でいたい。 



 

 

 

２月 1８日(水)、朝日町議会の会議場で、子ども議会が行われました。西五百川小学校か

らは、5・6 年生が出席し、代表児童が質問と提案をしてきました。「学校の水道水が美味

しくありませんが、あさひ未来学園では、水道についてなにか考えていることはあるのです

か。」と質問し、「あさひ未来学園では、安全・安心に過ごせるように安全冷水器の設置を

お願いします。」と提案してきました。また、「町内に空き家は何戸あるのですか。」「西

部地区の人たちが買い物をしやすくなる対策をしているのですか。」と、質問をしました。

そして、「企業と連携して空き家を活用してお店にすると、空き家の倒壊を防ぐことにも、

暮らしが便利になることにもつながると思います。」と提案してきました。  

学んだことを生かし堂々と発表し、自分の考えをしっかり伝えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 5 日(木)に、二人の６年生の卒業を祝い、これまでの感謝の気持ちを伝える「6 年生

を送る会」を行いました。まずは、全校生が２チームに分かれてのリレーや、フルーツバス

ケットのゲームを楽しみました。それから、下級生から６年生へのプレゼントを渡しまし

た。プレゼントは、1～5 年生全員で作った、手作りカレンダーです。  

その後、二人の６年生がコント「入学試験面接」を披露しました。２人の絶妙な掛け合い

で、見ている下級生には笑いがあふれていました。最後に全校合唱「大切なもの」で会を締

めくくりました。全校生が楽しく過ごした時間は、あっという間でした。  



 

 

本校は、全校児童 26 人、非常勤含め教職員 18 人です。そこで、小規

模校・西五百川小のよさを、改めて見直してみます。 

① 一人ひとりを丁寧にみとり、把握できるため、きめ細かな指導が行うことができます。そ

して、落ち着いた学習環境を整えられるため、静かでトラブルが起きにくいです。 

② 児童は、学年を超えた交流・学習ができます。高学年は低学年の面倒を見、手本になりま

す。低学年は、高学年を頼り、憧れます。全校が「家族のような関係」となり、安心感・信

頼感が育まれていきます。 

③ 学校行事など、全員に役割があり、どの子も主役になれます。自然と協力する場面が増え、

互いに助け合う機会が多くなります。 

④ 児童一人ひとりが大切にされ、その子のよさ・個性が生きます。 

⑤ 安全面・防災面で、教師の指示が伝わりやすく、子どもたちの安全確認がしやすいです。 

⑥ 自然豊かな環境の中で、地域の方々に見守られながら学校生活を送ることができます。 

このように、西五百川小のような小規模校のよさは、「温かく深いつながり」と「一人ひとり

を大切にする教育」ができる点にあります。特に、“個性”を伸ばすという点は、小規模校の強

みともいえます。 

 

 

子どもたち一人一人には、それぞれのよさや個性があります。西五百川小でも、

その子らしさを大切にし、よさを伸ばしていくことを大事にしています。しか

し、個性は土台があってこそ、しっかりと発揮されるものです。その土台と

なるのが、社会のルールを守ることや人に迷惑をかけないこと、社会を知り

理解する力です。この力は、危険から身を守る力やだまされないための力を含みます。例えば、

あいさつや返事、思いやり、人の話をよく聞くこと、そして学習の基本となる読み・書き・計

算などの力です。こうした「基本」が身についているからこそ、子どもたちは安心して学び、

自分の考えを表現したり、新しいことに挑戦したりすることができます。 

個性の前に基本が大事です。例えば、音楽やスポーツを考えてみてください。基本がない“個

性”はどうなるか。基本がないと、ただの未熟さ、ただのわがまま、ただの思いつきと区別がつ

かなくなリます。言い換えると、個性が「力」になるためには、土台(型)が必要なのです。 

本物の個性とは、与えられるものではありません。どんな状況でも消えずに滲み出てくるよう

なその人の本質です。踏まれても、刈り取っても、石の隙間のような場所にさえ芽を出し、花を

咲かせる「たんぽぽ」のようなものです。たんぽぽがどのような場所でも花を咲かせることがで

きるのは、目には見えにくい地中で、太く深く根を張っているからです。この根こそが、花を支

える基本の力です。根がしっかりしているからこそ、たんぽぽは雪にも風にも負けず、自分らし

い花を咲かせることができるのです。 

子ども一人ひとりの個性とは、基本を大切にしながら、自分らしい花を咲かせること。その姿

は、まさに春の野に咲くたんぽぽのようです。本校でも、子どもたち一人ひとりが確かな基本を

身につけ、その上に自分らしい個性を伸びやかに花開かせていけるよう、これからも教育活動を

進めてまいります。保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 



給
食 1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 水 職員会議①　指導部会　学年始休業(～７日)

2 木 職員会議②

3 金 職員会議③

4 土

5 日

6 月 入学式準備　　研究推進委員会　　安全の日

7 火 入学式準備

8 水 清掃
新任式　始業式　入学式（行２）　
教科書給与　安全の日

×

9 木 整列 集会 給食・掃除なし　通学路点検 ×

10 金 対面式
知能検査（２校時）1年下校指導　給食開始
放課後サポーター対面式

○

11 土

12 日 　

13 月 学級
ＮＲＴ学力検査（国・理）　1年下校指導
職員会議

○

14 火 顔合わせ
ＮＲＴ学力検査（算・社）　1年生下校指導
にこにこ班顔合わせ・縦割り掃除開始
陸上放課後練習開始

○

15 水 集会
避難訓練　委員会活動　　　1年下校指導
ＰＴＡ三役会・役員会

○

16 木 読書
身体計測
図書オリエンテーション・貸出開始

○

17 金 学級 ○

18 土

19 日

20 月 ドリル学習 主任児童委員との打合せ会 ○

21 火 読書 ○

22 水 交通安全 交通安全指導　１年生を迎える会　内科検診 ○

23 木 体力 づくり 全国学力・学習状況調査（6年） ○

24 金 学級
授業参観　ＰＴＡ総会　学級懇談会
ＰＴＡ歓迎会

○

25 土

26 日

27 月 ドリル学習 ○

28 火 読書 ○

29 水 昭和の日

30 木 体力 づくり ○

14:30

14:40 15:25

本予定は現時点での予定です。変更になる場合があリますので、ご了承ください。
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下校時刻

令和８年４月の予定

日 曜 朝 校 内 行 事


